
平成 25 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

施設名 友楽園 所管課 高齢福祉課

所在地 岐阜市京町１丁目６４番地

料金制 使用料

指定管理者名 特定非営利活動法人　わいわいハウス金華

指定期間 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日

選定方法 公募

利用者数（単位：人） 5,895 6,133 6,452

指定管理委託料（年額） 9,250,000円

施設の設置目的
高齢者に対して各種の相談に応ずるとともに、高齢者の健康の増進、教養の向上及びレクリエーショ
ンのための便宜の供与を目的として、友楽園を設置する。

6,461 6,204

施設概要
◇構造：鉄筋コンクリート造２階建て（うち２階部分）　◇敷地面積：３４２．８０㎡
◇延べ床面積：２１６．５６㎡　◇開館：昭和４８年４月　◇施設内容：集会室、和室、食堂、湯沸室、事
務室　※「白杖園」と合築、１階部分は白杖園の管理

H25 下半期 H25 上半期 H24 下半期 H24 上半期 H23 下半期

施設管理

①警備業務
②防災機器保守点検
③貯水槽清掃業務

①休日・祭日「敬老の日は除く」、12月29日～1月３
日は、全日警備。月～土曜日は、午後5時～翌日
午前9時まで業務委託契約書の通り遵守。
②後期分を1月18日に消防用設備等の点検を実
施。
③10月30日に実施完了し、11月7日に水質検査結
果書「水質基準に適合」を受領。

各室利用
人数（人）

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応

①岐阜市老人福祉センター条例施行規則第2条の
とおり履行
②日常管理業務は2名ずつ交代勤務、繁忙期に
は、柔軟な体制（3～4名）で対応。看護師（2日/月）
を配置。
③岐阜市の｢広報ぎふ」、機関紙「わいわい通信」、
中日岐阜ホームニュース「DO どまんなか」 への掲
載、近隣の自治会連合会や老人クラブへのチラシ
配布。
④満足の頂けるサービスを提供するためのアン
ケート調査を1月15日～1月28日まで実施。また、
何時でも利用者の意見を伺うための「ご意見箱」を
設置して苦情、提案を受け事業推進と施設改善等
を図る。

－ －

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

・小修繕は職員が対応

自主事業・
提案事業

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①個人情報の保護には、各種法令・規則等を遵守
するための研修を実施しています。
②当施設は2階のため高齢者に非常時のリスクが
あるので万一に備えて、避難、防火訓練（年2回）
＝後期11月20日に実施し、また「災害対応マニュア
ル」、「施設内事故・事件対応マニュアル」により職
員の研修を実施。



●利用者評価

●指定管理者の選定基準に基づく評価
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評　価　項　目 具体的な業務要求水準

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

○講座・サークル受講者の日頃の学習成果の発表の場として、「通年展示ギャラリー」を設 け、受講
　 生が 励みになる場の提供をした。
○講座受講応募が多数あり、抽選の結果、漏れた応募者については再募集名簿に登載、欠員 が出
　 たら順次受講できる体制を取り、また、９サークルが活動している事を受講希望者に知らせ、多くの
　 高齢者に利用 してもらえるように対応。
○トイレを男・女別にして欲しいとの要望や苦情が毎回寄せられている。便宜的に男子便器部分を簡
　 易間仕切り修繕（業者）で対応。
○駐車場の要望が多いが、便利な立地を説明し、公共交通機関の利用をお願いし、近隣の有料駐
　車場を案内。
○広間のカーペット張替え、間仕切り引き戸の軽量化等、施設修繕の要望が多い中、優先順位を考
　慮しながら対処予定。

評　　価

利用者アンケートの
実施状況

1月15日～1月28日　講座 受講者（376名）を対象に、後期のアンケート調査を実施した。

利用者アンケートの
実施結果

回収枚数252枚〈回収率67.0%〉
１　講座の内容　　大変満足（35.3%）、満足（46.4%）、普通（17.1%）、やや不満（1.2%）
２　利用者年齢　　60歳～64歳：21人、 65歳～69歳：56人、70歳～74歳：80人、75歳以上：95人
３　利用者性別　　男性51人（20.2%）、女性201人（79.8%）
４　老人クラブの加入　加入している（29.0%）、未加入（48.8%）、未記入（22.2%）
５  職員の対応　「案内、説明等」　良い（82.5％）、やや良い（7.2％）、普通（10.3%）
　  　　　　　　　　「館内の清掃」  　 良い（76.2％）、やや良い（13.5％）、普通（10.3%）

区 分 選定基準

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

平等利用を確保するための体制、モ
ニタリングなど

・「広報ぎふ」の他、ホームページ、機関誌等を活用。
・講座受講生は定員を超えた場合、抽選を実施し、もれ
た人は再募集名簿に登載。欠員が出た際は順次受講で
きる。

情報公開、広報の方策
・「広報ぎふ」及び機関誌への掲載。自治会や老人クラブ
へのチラシ配布依頼。ホームページにて施設概要や講座
等の周知を図る。

区分評価

・施設利用者が参加する行事（発表会、作品展等）は、事
前に代表者会議を開催し、各種意見を取り入れ行事に反
映させる等、利用者側に立った方策を考える。

サービスの質を確保するための体
制、モニタリングなど

・定期的に利用者アンケート調査を実施。

効率性

事業計画書の
内容が、管理
経費の縮減が
図られるもので
あること

収支計画の妥当性 ・収支計画に沿った運営。

管理経費縮減の具体的方策
・省エネ意識の熟成を図り、電力需要の抑制に取組み、
サービスの低下をまねかない範囲内で各種の縮減を図
る。

スタッフ配置の妥当性（無理はない
か）

・適正なスタッフの配置。

区分評価

効果性

事業計画書の
内容が、対象
施設の効用（設
置目的）を最大
限発揮するも
のであること

利用者ニーズ、苦情などの把握方法
及び対応方策など

・「ご意見箱」を設置して苦情、提案を受け事業推進と施
設改善等を図っていく。

利用者に対するサービス向上の方策
（窓口応対、プロモーション、設備の
整備など）

・利用者からの生活、健康等に関する相談に対応。
・金華の弁護士２名による簡単な無料法律相談を実施。

利用促進、利用者増の方策

施設の効用（設置目的）を最大限発
揮できるスタッフの配置

・経験のある職員を配置し、スタッフの機動的な対応を図
る。

区分評価
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●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準

評　　価

区分評価

貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜
市あるいは施
設がある特定
の地域（以下
「地元」とい
う。）の振興、活
性化などに貢
献できるもので
あること

地元の法人その他の団体の育成（一
部業務の再委託先）

・地元老人クラブ、自治会の会議等に出席し、高齢者の
拠点施設として会議等に利用を働き掛ける。
・事務用品等について、地元で安価に購入できる業者か
ら購入するように努める。

地元での社会活動等への参加など地
元団体との連携

・自治会に加入し、社会活動（公園の清掃等）に参加し、
自治会と連携を図る。

区分評価

安定性
安全性

事業計画書に
沿った管理を
安定して行う物
的能力、人的
能力を有してい
ること

スタッフの人材育成の方策
・接遇研修を定期的に実施し、利用者のサービス向上に
努める。

リスクへの対応方策（防止策、非常時
の対応マニュアルなど）

・指定管理者が定めた「災害対応マニュアル」及び「施設
内事故・事件対応マニュアル」に基づき対応。

経営基盤の安定性
・民事再生法や破産法に基づく再生／破産手続き開始
の申立てをしていない。
・市税等の滞納がない。

組織及びスタッフの経歴、保有する資
格、ノウハウ、専門知識等

・管理能力のある経験者を配置する。

　開催する講座等のＰＲのために、市発行の「広報ぎふ」への掲載はもとより、地元自治会や老人クラブへ講座募集のチラシ等
の配布、会合に参加してのＰＲ、また、ホームページや機関紙「わいわい通信」、中日岐阜ホームニュース「DO どまんなか」へ
の掲載等により広く広報活動を行っている。への掲載等により広く広報活動を行っている。
　地元老人クラブの毎月の会議に部屋を利用していただいているが、さらに市内中心旧地区の老人クラブ会長会議を定期的に
開催し、各地域の諸問題の情報交換の場を提供した。
　隣接する京町保育所園児も参加してのクリスマス会の開催と同時に学習成果を発表する作品展を開催するなど、世代間交流
に努めた。また、地元の一員として自治会に加入し、京町公園の清掃活動を行うなど、地元への貢献度も高い。

事業計画書のとおり適正に管理運営されており、良好である。
より詳細なアンケート調査を実施し、利用者の増加に積極的に取り組んでいる。
隣接する保育園児も参加した催しを実施するなど、世代間交流に努めている。
今後も引き続き利用者減少対策に取り組むとともに、多くのくの市民が参加できる交流施設になるよう期待します。

今期の取組み
に対する評価

高齢者の生涯学習の拠点として有効に活用されるよう努力してきました。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

　開催講座のＰＲに、「広報ぎふ」への掲載はもとより、地元自治会や老人クラブへ講座募集のチラ シ
等の配布、会合に参加してのＰＲ、またホームページや機関紙「わいわい通信」、中日岐阜ホーム
ニュース「DO どまんなか」への掲載等により広く広報活動を行っている。
　職員が普通救命講習を終了するなど、利用者の立場に立った心遣い、気配りができるよう意識の
高揚を図り、サービスの向上に努めている。
　隣接する京町保育所園児も参加してのクリスマス会を開催すると 同時に学習成果を発表する作品
展を開催し、楽しい催事にするよう努めています。また、施設として地元自治会 に加入し、地元公園
の清掃活動を行うなど、地域の社会活動に積極的に参加しています。

今後の取組み 平成26年度も色々催しの開催を工夫していきたいと考えています。


